
CIR Insightsの感想を聞かせてください！

 ［参照データ］2006年度卒業生 履修・成績情報（学務情報システム）／2016年度卒業生 履修・成績情報（学務情報システム）

 ［東北大学生・教職員のための教育データレポート］

Vol.4 CIRとは?
教育評価分析センターのこと。
東北大学における教育・学習活
動の体系的なデータ収集・分析
を行い、本学の教育マネジメント
を支援する組織です。

東北大学 
高度教養教育・学生支援機構 
教育評価分析センター

〒980-8576 仙台市青葉区川内41
Tel: 022-795-4961 (DI)
Fax: 022-795-7669
E-mail: cir@ihe.tohoku.ac.jp
http://www.cir.ihe.tohoku.ac.jp

 ｜ ｜2017年冬号  ｜ ｜学びの実態編
データを元に経年での比較などをしながら考察を重ねてきた『CIR Insights』、今回は大学生活の要で
ある「単位」の観点から、この10年の変化を見ていきます。全学的に見た場合、単位取得率が89.6%か
ら93.4 %に向上していることは良い傾向と言えそうです。「数打ちゃ当たる」的な履修行動が抑制され
てきているのかもしれません。一方、変わらない問題としては、1～2年次の過剰登録（適正値については右にあ
る［COLUMN］を参照）が挙げられます。原因のひとつは、全学教育を2年生までに終わらせてしまいたいとい
う意識にあると考えられますが、上級生になって履修するからこその発見も、あるかもしれませんよ !

登録単位数と取得単位数の平均の比較（2006年 vs 2016年） ＊ 学部4年制、標準年限（4年間）卒業生のみ

単位関連で悩んだら……
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 ［COLUMN］日本の大学の単位制度

1単位は45時間の学修を必要とする内
容で構成されることになっています。この45
時間には授業時間だけでなく、予復習や
課題に費やす時間に加え、試験準備のた
めの勉強時間も含まれます（授業時間とそ
れ以外の時間のバランスは、授業形態によって
異なります）。仮に1週間の学修時間が45
時間だとすれば、1学期（15~16週）あたり
の適正登録数は16単位になります。
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各学部・研究科教務担当係／教務課全学教育実施係

授業の履修方法でわからないことがあれば、まずは
所属学部の事務室の教務担当係の人に聞いてみ
ましょう。全学教育科目については教務課全学教
育実施係が相談に乗ってくれますよ。

学習支援センター

学部3年生～大学院生まで、幅広い層の先輩学生
たちが、SLA（Student Learning Advisor）として、
主に全学教育を受ける学部1・2年生への学習サ
ポートを行っています。
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CIRが実施する調査のご紹介

CIRでは、過去に実施した調査報告書を配付しております。
入手をご希望の方は下記のお問い合わせ先まで、ご連絡ください。
 ［お問い合わせ］教育評価分析センター >>> cir@ihe.tohoku.ac.jp

東北大学学務審議会
高度教養教育・学生支援機構
教育評価分析センター　　編
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東北大学の
教育と学修成果に関する
調査報告書
 

　東北大学の教育改善を図る取り組
みの一環として平成24年度より調査
開始。本学全体および各学部・研究科
における学修成果がいかなる特徴を持
ち、それがどのような背景に因るもので
あるかを中心に分析を実施。東北大学
生の学修成果の現状を正確に把握し、
将来を展望するための一素材としてご
活用いただける内容となっています。

目次 

第1部 調査結果全体に関する分析
 1 . 知見と提言
 2 . 調査概要と回答傾向
 3 . 卒業・修了時生の学修成果に関する認識
 4. 3つの指標から見る東北大生の英語力
第2部 各部局の結果に対する所見
第3部 資料（基礎集計表、自由記述、調査票）

 ［既刊］ 
第1回東北大学の教育と学修成果に関する調査報告書（2013年3月実施）

第2回東北大学の教育と学修成果に関する調査報告書（2015年3月実施）

東北大学教員の
教育活動に関する
調査報告書
 

　東北大学の教育改善を図る取り組み
の一環として平成27年度より調査開
始。本学教員がいかなる認識や方法の
下で教育活動を展開し、どのような課題
を抱えているかを明らかにすることで、
本学の教育・学習活動の改善に活かす
ことを目的に実施。特に「時間外学修」
と「アクティブラーニング」に焦点を当
て現状を分析し、具体的な教育改善に
向けた提言を含む内容となっています。

目次

●    「第1回東北大学教員の教育活動に関する調査」
  に基づく主な知見」

第1部 調査結果全体に関する分析
 1 .  調査概要と全項目の回答傾向
 2 . 授業時間外学修の認識と想定：
 　  45時間学修を前提とした授業設計
 3 . アクティブラーニングの取組状況：
 　  諸要因との関係
第2部 各部局の結果に対する所見
第3部 資料（部局別集計表、自由記述、調査票）

2017年
3月
実施

2016年
1月
実施

　CIRでは全学的な教育に関する調査分

析の他に学内各所の委員会や部局との連

携・協力による改善支援を行っています。

　これまでCIRが蓄積してきた様 な々教育関

連データを用い、教育改善に向けた課題抽
出、解決のための情報分析をお手伝いします。

　ご興味をお持ちの部局、解決したい課題を
お持ちの方がおられればお気軽にお問い合

わせください。

CIRと
コラボレーション
しませんか?

例えば、こんなことができます［平成28年度の実績］

　　　　学務審議会 教務委員会

履修登録単位数の上限設定（CAP制）の議論に関連し
て、平成26年度卒業生の履修状況と成績について情

報提供
　　　　理学研究科 教員

当該教員の担当授業について、成績と授業評価結果
の関係を分析
　　　　高度教養教育・学生支援機構 教養教育改革WG

全学教育の現状及び成果、並びに機構授業実践調査
と授業評価結果の関係について情報提供

コラボレーション


